






































































































224 京都マネジメント・レビュー 第 8号
トナーシップの功罪を客観的に評価することも可能である．むしろ中国出身の外国人研究者からみ
た日本的パートナップの方向性についても積極的な問題提起をしてほしいと切望している．著書全
体を通じて，日本語としてややこなれていない表現や言い回しがあることは確かであるが，企業間
パートナーシップの経営というテーマに着手して 10年の間に，欧米の文献はもとより日本語文献
を正確にレビューしながら独自の理論的枠組みを提起した努力に心から敬意を表したい．本書に
よって，これまでばらばらに提起されてきた部品としてのキーワードが整然と組立てられて，著者
独自の全体構想をもつ完成品になったことは確かである．
佐々木利廣
